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畿内畿内畿内畿内

律令制下の
地域制度

七道七道七道七道

・「陸奥」と「出羽」の
範域が今の「東北」。

・2国合わせた「奥羽奥羽奥羽奥羽」
の呼称が長く定着。

『日本地誌1』, p.10, 図5

・五畿，七道
・国，郡，郷

・各国に「国府」を置いて
国司（○○守）を派遣。
・陸奥国府:多賀城（初期
は郡山遺跡）
・出羽国府：出羽柵（庄内
→秋田），城輪柵（酒田）

・陸奥国に「按察使」を置
いて対蝦夷防衛を統括

建郡の北進と城柵

『日本歴史地図』『日本歴史地理総説，古代編』

白河白河白河白河

・律令政府の支配 … 「郡」の設置と郡司の任命，
防御拠点の「城柵」設置， 食糧生産と徴税の基
盤である条里耕地の開発

・開発経過 … 陸奥南部 ⇒ 出羽南部
⇒ 出羽北部 ⇒ 北上川流域

大化改新
646
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『日本歴史地理総説，古代編』

「「「「方八丁方八丁方八丁方八丁」」」」

・「方八丁」地名が岩手，
宮城，福島，「八丁」地名が
秋田・山形に残る。

・古代城柵の分布と相関
することから，律令政治の
浸透と関連性

方八丁

八丁

城柵

・低地，低い丘陵上，川を望む
段丘上に立地

⇒交通路を守る防御機能を
備えた集落「堡村」と想定

・付近からは，6〜8町四方の
囲郭，奈良時代〜平安初期
の土器が出土

能代

秋田

志波
徳丹

胆沢

伊治

多賀城

玉造

色麻

磐舟

由利

払田

雄勝

城輪

藤島大山

渟
足

桃生

覚鱉

① ②

③

①陸奥国分寺 ②国分尼寺

③国府（多賀城）陸奥国の政庁
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出羽の平定

・阿倍比羅夫 … 出自不詳，越の国守

・658年（斉明天皇），水軍180隻を率いて蝦夷
を討ち、粛慎（樺太）まで進出（日本書記）

出羽の前線基地：秋田城

・733年，高清水岡に移転
・760年，「秋田」（表記は複数あり）に改称
・出羽国司が1名増員されて，秋田城介となり，
出羽北部を統治
・804年，蝦夷の反乱で，機能を河辺郡衙また
は払田柵（仙北郡）に一時移転
・この後も，反乱・鎮圧を繰り返す

http://komatsu0513.heteml.jp/dewa.html

出羽国府の推定地

http://komatsu0513.heteml.jp/dewa.html

・出羽国府は，以前からあった出羽柵（城輪）に開設
・733年，防御機能を高清水（秋田）に移転。
・この際，国府機能の一部も移ったとみられる。

・「国」には「国府」（政庁）をおいて，
中央役人「国司」を派遣。

・「郡」には「郡衙」を置いて「郡司」
を任命。多くは地元有力者
※国司権限の強化で形骸化

・「柵」には，防衛にあたる「柵戸」が，
越の国や西国から移住。

律令政府の地方統治

・国分寺，国分尼寺 … 741，聖武天皇が
仏教による国家鎮護のために各国に建
立を命じる。

・陸奥国分寺 … 仙台市木ノ下
国分尼寺 … 仙台市白萩町

・出羽国分寺… 城輪 or 藤島（推定）
国分尼寺 … 不詳

※総国分寺 … 東大寺

・中世以降，国分寺の多くは廃れる。
・一部は地域有力者が，寺を再興。

・国分尼寺は大半が廃絶。

・公地公民, 班田制 … 土地は公有，成人良男に2反の口分田を支給
・度量衡の統一 … 例：1里= 6町，1町（約109m）= 60間，1間（約1.8m）= 6尺
・条里制 … 口分田の支給・管理のための方形地割（下図）
・ 50戸1郷制 … 徴税単位として，50戸ごとの集村を形成

条里条里条里条里地地地地割割割割

度量衡の
統一⇒

条里地割の分布

『図説日本の地域構造』
古今書院，1986

・条里制条里制条里制条里制の分布は，朝廷の実質的
な統治範囲が東北の南半分まで
であったことを示唆。

・北東北は，服属に抵抗する蝦夷
やその血を引く俘囚の人々との抗
争の地だった。
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奈良奈良奈良奈良盆地の
地割と集落

・・・・近畿地方では条里の「50戸1里制」
に起源する集村集村集村集村が多い。集落の人々
は平等意識が強く，戦国期，村全体を
堀や土塁で囲んだ環濠集落環濠集落環濠集落環濠集落の形態
に表れ，村人自衛の「惣村」を形成。

500m

（大和郡山付近）

↑↑↑↑稗田集落

霞ノ目付近（1945頃）

刑務所

飛行場

沖野

蒲ﾉ町

霞ﾉ目

南小泉

上飯田

遠見塚

仙台・福島の条里地割

・下写真は1975年の瀬ノ上 付近。流通団
地の北と南に正方形地割が見え， 六反田，
四反田，壱丁田など条里地名が残る。

鎌田小の校庭↑109ｍ四方の条里地割

・福島盆地では，信夫山の北から桑折に
かけて，圃場整備まで広く残っていた。

点線内に条里地割

条里の北限地域 ：
中新田〜古川西部

菜切谷廃寺
★

★
城生柵

名生館 ★

条里分布地

じょうのさく： 400m四方。
記録にある「加美郡
衙」か「色麻柵」？

みょうだて：多賀城の前の
郡山国府（長町）時代から
の河内地方（栗原・大崎西
部の旧名）の官衙。戦国期，
大崎氏の居城の1つに。

★
大崎氏居城

大吉山瓦窯跡★

日出山瓦窯跡↓

伏見廃寺跡★

「廃寺」：官衙の
付属寺院

官衙や寺の
瓦を製造

「柵」の想像図 『中新田町史 普及版』1995
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東北古代史年表①

www.oshu-bunka.or.jp/maibun/index.htm

胆沢城跡 北上・胆沢川が合流
する「奥六郡」の要衝

水沢IC

付近の散居景観がすばらしい。歴女・歴男は必見。

Google

・701： 大宝律令。「五畿七道」制⇒今の「東北」は，陸奥＋出羽＝「奥羽」

・724 (?)： 対蝦夷（エミシ）前線基地として多賀城創建。在地支配層は俘囚たち。

・780： 俘囚長・伊治公呰麻呂の反乱により，多賀城が焼き討ちにあう

・789：アテルイ率いる蝦夷軍団が，朝廷軍5万を撃破（巣伏の戦）

・802： 坂上田村麻呂（征夷大将軍）の遠征 … アテルイ軍滅ぶ

胆沢城を前線基地。多賀城は政庁に

・803：最前線基地として志波城を築造。「奥六郡」※を平定。
※胆沢，江刺，和賀，

稗貫，紫波，岩手

・志波城は，内・外郭からなる国府国庁形式の官衙
施設で、150ｍ四方の政庁域と，東西930ｍ×南北
840ｍ の外郭からなります。

・政庁域には正殿を含む政務施設が置かれ、政庁
域周辺には官衙施設が建てられていました。

・外郭は築地塀と二重の大溝で囲郭され、各辺の
中央には門が配置され、築地塀には60ｍ間隔で櫓
が築かれていました。

・延暦22（803）年に坂上田村麻呂が築いたとされる
城柵に比定され、大和朝廷の官衙と考えられます。

・大和朝廷は北東北で積極的に領土拡大を図り、行
政事務・軍事拠点として城柵を築きましたが、志波
城もそのひとつと考えられます。

・弘仁 2（811）年，徳丹城を築いて行政機能を移すま
で北東北の中心として機能していたと考えられます。

・1984年，国史跡に指定。

・1991年，盛岡市が外郭南門と築地塀を復元

http://zyousai.sakura.ne.jp/mysite1/morioka/siwa.html

志志志志波波波波城城城城

アテルイ

www61.tok2.com/home2/adachikg/mizusawa.htmwww.oshu-bunka.or.jp/maibun/index.htm
jovanni.web.fc2.com/mizusawaterui.htm

・江戸時代，鹿島神宮 (茨城)
に奉納された悪路王首像。

・田村麻呂の伝説に，「赤頭」
や「悪路王」などのエミシの
首長が登場。

・胆沢地方では，アテルイを
冠した店も多く，古代東北
の英雄とみるむきも多い。

↑アテルイ時代のエミシのファッション
（奥州市埋蔵文化財センター）

・水沢市街東方の跡呂井地区は，
「巣伏の戦」の古戦場と推定され
ている。その一角の北上川河畔に

建てられた砦↓

東北古代史年表②

・平安期後半： 奥六郡の俘囚長・安倍貞任
がたびたび反抗。
・1050：藤原登任を陸奥守に任じて派遣。
・この時，藤原経清も同行して亘理に居住。
安部氏の娘（貞任の妹）を嫁に迎える。
・登任軍は鬼首で大敗し，あえなく更迭。

・1086： 清原家の内紛が起こり，これに陸奥守
（義家） が介入（＝後三年の役）
・1087： 清衡がこれを制する。
・これにより，藤原姓の復活を許され，「陸奥押領
使」に任じられて，奥六郡の支配を公認。
・豊田館（江刺）に居住し，奥州藤原氏の初代に。

・二代目基衡 … 
白河まで勢力を
伸張。毛越寺建立

・1189： 源頼朝軍28万の
攻撃を受けて滅亡。

・清衡，平泉に転居
・1105：中尊寺を再興
・1120：廟堂・金色堂を建立

・この際，経清は安部氏に協力し，清原氏により
殺害。妻と嫡子（清衡）は清原氏に入籍。

・三代目秀衡 … 
白河〜外ケ浜の
東北全域を支配

・1051：源頼義が陸奥守に。子の義家（八幡太
郎）とともに，清原氏（仙北３郡＝仙北，平鹿，雄勝を
支配）と組んで安倍氏を征討（＝前九年の役）

・平泉を仏教文化
の新都に整備。
※安部三兄弟：貞
任，泉を仏教文化
の新都に整備。

…源義経の
処遇めぐり
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http://senbonzakura.skr.jp/05hosomichi/
07fukushima/008kunimi/kunimi.htm

頼朝奥州攻め激戦地
「厚樫山」と防塁跡

・1971，新幹線工事で発掘
・1978，県教委の本格調査
⇒幅15m，深さ1.5〜2.8m

V字型の「薬研堀」
・1981，国史跡指定

「平泉」の意味 … 平泉が「東北」の象徴とされる理由

③俘囚の血を引く
奥州藤原氏

http://www.motsuji.or.jp/yurai/

★鎌倉政権の樹立にあたって，統治
組織「幕府」を朝廷から離れて置く
発想は，平泉に学んだとされる。

http://www.chusonji.or.jp/guide/precincts/konjikido.html

①「東北」のほぼ全域を，
史上初めて支配

②朝廷公認とはいえ，
中央から独立性の高い
支配を約100年も持続

④仏教文化（浄土思想）
に基づく中心都市

⑤独自の財政基盤
・地場資源 … 砂金，馬，絹
・北方交易 … 鷲の羽，ラッコ，
アザラシの毛皮

1992～94年刊
藤原四代を描いた1992
年のNHK大河ドラマ原

作を小説化

1999年刊
2000年吉川英治文学賞

『火怨』をわらび座が
ミュージカル化

高橋克彦

★このドラマの
野外セットが，今
はテーマパーク
およびロケ地に。

・1993年7月4日開園。

・同年に放送されたNHK大河ドラマ
『炎立つ』の撮影のために作られた
大規模オープンセットを継承して歴
史公園として整備された。

・総面積60,500坪。

・奥州藤原氏の祖先である藤原経清
と、平泉を拓いた奥州藤原氏初代・
清衡が居住した豊田館跡付近に造
られた。

・多くのドラマ撮影の舞台となってい
ることから，「みちのくのハリウッド」と
の異名を持つ。

・平安建築群が再現されたテーマ
パークとしては日本唯一。
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・「続日本紀」の天平21年（749）2月21日の条に，
「みちのくの国よりはじめて黄金が献上された」と記されています。

・聖武天皇は、これを「国家始まって以来」と慶び、年号を「天平」
から「天平感宝」へとかえました。

・その後、陸奥国守であった百済王敬福は「陸奥国小田郡」より産
出した黄金900両（約13kg）を献上しています。

・涌谷町は「小田郡」に含まれており，国史跡「黄金山産金遺跡」で
は，天平年間に建立された仏堂跡が見つかり、敷地内に建つ黄金
山神社は、当時まで歴史をさかのぼれます。

・さらに，遺跡内を流れる沢からは，今なお砂金が採取できることが
確認されました。

涌谷町の産金遺跡と地域づくり

・史跡周辺を町の観光・
交流拠点として整備し，
1994年7月，「わくや万葉
の里」としてオープン⇒ 1994.7.22，

河北新報

・中心施設が↓

＜青森県＞ 奥の生み，尾駮の牧，外ヶ浜，津軽

＜秋田県＞ 小野の里，象潟・八十島，奈曽の白橋

＜岩手県＞ 岩手山，岩手の関，北上川，栗駒山，衣川,
束稲山，中尊寺

「歌枕」
の地

http://www.t-aterui.jp 

・当時の奥羽は最果ての地。
・庶民は認知の対象外，都人にとっても派遣
官僚の「伝説」による情報のみ。
・そのイメージを和歌の「歌枕」として利用

＜宮城県＞ 姉歯の松，雄島，緒絶の橋，笠島，金華山，

狭布（けふ），塩竃，末の松山，武隈，壺の碑，十符（とふ），

名取川， 野田の玉川 ，松島，宮城野

＜山形県＞ 阿古屋の松，浮島，有耶無耶の関，月山，
袖の浦，羽黒山，最上川，立石寺，湯殿山

＜福島県＞ 会津嶺(磐梯山) ，会津若松， 安積，安達太良，
安達が原，阿武隈川，葛の松原， 信夫，白河の関，
伊達の大木戸，十綱の橋，勿来の関， 真野の萱原

・南東北の歌枕密度は，畿内に次ぐとも。
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心許なき日かず重るまゝに、白川の関に
かゝりて、旅心定りぬ。

⇒ 落ち着かない日々を重ねているうちに
白河の関にさしかかり、ようやく旅に徹す
る心構えができてきた。

卯の花の白妙に、茨の花の咲そひて、雪に
もこゆる心地ぞする。

⇒ 卯の花が真っ白に咲いているところに
茨が白く咲き添って、まるで雪の中、関を
越えているような心地がする。

http://www.bashouan.com/Database/Kikou/Okunohosomichi_12.htm

卯の花をかざしに関の晴着かな 曽良

⇒ 古人は冠を正し衣装を改めたというが、
私はせめて卯の花を髪にさして晴れ着に
替えることにしよう。

中にも此関は三関の一にして、風騒の人、
心をとゞむ。

⇒ この関は奥州三関の一つに数えられ、
風雅を求める人が心を寄せている。

古人冠を正し、衣装を改し事など、清輔の
筆にもとゞめ置れしとぞ。

⇒ むかし竹田大夫国行がこの関を越える
とき、能因法師の歌に敬意を表して冠をか
ぶり直し衣服をととのえて通ったということ
を，藤原清輔が書きとめているという。

秋風を耳に残し、紅葉を俤にして、青葉の梢
猶あはれ也。

⇒ 能因法師が詠んだ歌の「秋風」という
言葉の響きや、源頼政の歌の「紅葉」を思
い浮かべながら青葉のこずえをながめてい
ると、実に趣き深く感じられるものだ。

いかで都へと便求しも断也。

⇒平兼盛が、どうにかして関越えの感動
を都に知らせたいと詠んだのも，もっともだ。


